
２０２１年１月３１日 

 

２０２０年度 全国科学館連携協議会 九州ブロック会議 報告書 

 

佐世保市少年科学館 

副主幹 川上 知洋 

 

日 時 ２０２０年１０月３０日（金）１３：３０～１６：３０ 

会 場 Ｗｅｂｅｘによるオンライン会議 

ホスト館 九州ブロック幹事館 佐世保市少年科学館（佐世保市保立町１２番３１号） 

参加者 連携協事務局１名、加盟館１０館（視聴のみでの参加１館） 

目 的 全国科学館連携協議会規約に基づき、その目的に沿った事業の円滑な運営を図ると共

に、加盟館相互の交流を深め、地域の特性を生かした事業に取り組むことにより、九州

の科学普及向上に寄与することを目的とする。 

 

内 容  

（１）開会行事 １３：３０～ 

   幹事館あいさつ【佐世保市少年科学館 館⾧ 伊藤裕子】（以下、敬称略） 

 

（２）協議【資料をもとに】１４：００～１６：００ 

   ① 全国連携協幹事会報告【佐世保市少年科学館 館⾧ 伊藤裕子より】 

     ・別資料を基に報告。 

② 2019 年度九州ブロック会議報告及び収支報告等 

【２０１９幹事館 福岡市科学館 様より】 

 

※事前に提出していただいた資料を共有し、下記③～⑤の内容報告について、自

己紹介を含め各館１０分程度で順に行った。 

③ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響による休館について 

     ・各館の休館状況：１ヶ月１館、2 ヶ月４館、3 ヶ月５館、4 ヶ月１館 

     ・地域と館の規模と状況によって差。段階的な開館の状況を確認。 

 

   ④ 新型コロナウイルス感染症拡大防止による館の運営状況 

     ・ハサミ等の消毒 ・検温・マスク着用及び利用者カード記入 

・非接触型体温計での測定 ・座席間隔を空けて観覧 ・展示は見学のみ 

・受付にアクリルボードやビニールシートを設置 ・入館者の人数制限 

・人気のコーナーは時間制限を実施 ・イベント中止 ・換気の工夫 

以上の対策の工夫の紹介があった。 

 



 

   ⑤ 台風などの災害時の影響について 

     ・臨時休館はあったものの、大きな影響なし。（熊本も含む。） 

 

   ⑥ その他 

     ・コロナ禍におけるイベント等での配慮事項・具体的事例について 

     ・with コロナ時代の連携協の考え方について 

     ・コロナ関連での収益の落ち込みに関する補填の状況、利用者減に対する対

策について 

 

（３）次年度以降の「九州ブロック会議」の在り方 

   ・次年度以降の在り方について 

    ① 収束するまでオンライン ・・・ ６票 

    ② オンラインが基本    ・・・ １票 

    ③ 従来通り幹事館に集合  ・・・ ２票 

※ 収束するまではしょうがないが、状況が可能であれば来館し、幹事館の運営

等を学び、交流を深めたいという意見が多数であった。 

※ オンラインであれば、会議の回数を増やしても良いのではないか。 

 

   ・２０２１年度幹事館の確認：雲仙岳災害記念館が幹事を担当。 

 

（４）全国科学館連携協議会事務局（日本科学未来館様）より 

【連携協事務局 原 様】 

   ・開催に関する謝辞、諸連絡等 

 

以 上   

 

 


